
〉

i冊1子i目i録i　i

i　i落i穂i拾iいi’．

ルコードの記述のむつかしさ．

　レコードが図書にくらべて記述のとり

方が厄介なのは，ひとつは合集’ iコレグ

シ、ヨン）という刊行形態をとるところが

らきていると思う。

　例えばシャンソン・レコードの場合だ

と，LPなら丁枚のレコLドに10曲から

12曲入っているのがふつうだが，それぞ

れの曲に作詩・作曲周く著者）があって，

その上に歌手（演奏者）が加わるから余

計複雑なのである。

　‘合集の記述のとり方には一枚のレコー

ドをまとめてとるやり方と個々の曲からtt

とるやり方の二Pの方法がある。

　まとめてとる場合は，，総合タイトルが

あればそれをタイトルにとって，個々の

曲は内容注記に記載することになる。

　総合タイト、ルがない場合はどうするか

というと，個々の曲をずらずらと列挙し

ていくことになるが，2曲や3曲ならそ

れでいいどしても，10曲も12曲もそうい

う調子でやられたのではごてごてしてい

かにも見にぐくなってしまう。そしてシ，

ヤンソン．・レコードの場合，総合タイト

ルを欠いているものの方が圧倒的に多い

の榿
　それから困るのが責任表示の考え方で

あって，『英米目録規則　第二版』では「演

三者」はジャズの即興演奏なんP・のよう

に「単なる演奏」にとどまっていない場

合を除いては著者としてはあつかわない

ことになっているから，規則だと歌手は

責任表示の位置ではなくて，注記に記載

することになるのである。

　すべての曲を一人の歌手が歌っている

場合は”Sung　by　A”でいいわけだが，こ

れがいろんな歌手の歌を集めたアンソロ

ジーの場合はどうなるのか。個々の曲を

内容注記に記載する場合に母よ列記する

場合にぜよ，歌手は責任表示には持って

ζれならとすると，個々の曲に対応する

ような形では歌手の注記はできないこと

．になる。もし”Sung　by　A　…［et　al．］”

というような注記ですませるとすると，

それぞれの曲をどの歌手が歌っているか

乏いうことはこれでは分からないわけで・

ある。’

　ところが利用者にとって意味があるの

は総合タイトルよりは個々の曲であり，

作詩・作曲者よりは歌手の方なのである。

　その点まとめてとらないで個々の曲かし

らとることにすれば，そういった問題は

．解消する。’　　　・　1

　今度出した『藍原コレクション目録

第二巻レコード編』でも個々の曲からと

．ることにしたわ｝ナだが，責任表示にかん

しても，歌手の方をとって，目録規則と

は逆に作詩・作曲者を注記に記載するこ

と1こしためである。理屈上はレコードの

曲の作者は作詩・作曲者であることは分

かっているが，その方が利用者の実際的

要求にかなっているし（レコード・ラベ

’ルの体裁上も歌手の方が作詩・作曲者よ

りは「顕著」に表示されてい．る），体裁上

もすっきりすると考えたからである。

　　　　　　　　　（参考課　高山直也）
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